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中央教育審議会への諮問（H27.4）
「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方について」

コミュニティ・スクールの推進等に関する
調査研究協力者会議

（H26.6より開催 H27.3最終報告）

○コミュニティ・スクールと学校支援地域本部や学
校関係者評価との一体的推進

○学校評議員制度をはじめ、類似の仕組み
からコミュニティ・スクールへの移行の促進

○中学校区内の小・中学校における一体的な学校
運営協議会の取組の促進

○全国展開を図るための普及・啓発 など

中央教育審議会に諮問して審議中 ※年内を目途にとりまとめ（予定）

■新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方について審議
■初等中等教育分科会に置く作業部会（新設）及び生涯学習分科会に置く部会（新設）において審議
＜検討事項＞
○新しい時代の教育や地方創生を実現するために求められる今後のコミュニティ・スクールの在り方や、
それを踏まえた総合的な推進方策等について
・今後のコミュニティ・スクールの在り方の検討
校長のリーダーシップの観点、学校支援地域本部や学校評価等の関連の仕組みとの一体的な推進の観点、
小中一貫教育等の学校間連携を推進する観点 など
・全ての学校のコミュニティ・スクール化に係る総合的な方策の検討（コミュニティ・スクールの仕組みの必置の検討）
学校や地域の状況、市町村や学校の規模との関係、幼稚園、高等学校、特別支援学校におけるコミュニティ・スクールの在り方、
小規模自治体における教育委員会と学校運営協議会との関係の取扱い など

○学校と地域がパートナーとなり、連携・協働体制を築くための地域人材の養成と環境整備について
・新たな学校支援の役割、地域の教育資源を効果的に結びつける学校支援地域本部等の仕組みの在り方
・学校と地域をつなぐコーディネーター等の人材の配置の在り方や、養成・研修・確保方策等
・学校と地域の連携・協働による教育活動を通じた人的ネットワークの構築や、地域住民の学びの機会の充実方策、
それらを主体とした地域の振興・再生方策 など

教育再生実行会議第６次提言
（H27.3）

○コミュニティ・スクールの未導入地域における取組の拡充や、
学校支援地域本部等との一体的な推進
（制度面の改善、財政面の措置）
○地域と相互に連携・協働した活動を展開するための抜本的な方策
○コミュニティ・スクールの仕組みの必置についての検討推進
○学校と地域をつなぐコーディネーターの配置
○学校を核とした地域づくり（スクール・コミュニティ）への発展 など
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総会

初等中等教育分科会 生涯学習分科会

学校地域協働部会

地域とともにある学校
の在り方に関する
作業部会

関係

必要に応じて
合同審議

新設（H27.4.21設置）

新設（H27.4.27設置）

今後のｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙの在り方、
それを踏まえたｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙの
総合的な推進方策 など

の検討

学校支援地域本部等の仕組みの在り方
学校と地域の連携・協働による
地域住民の学びの機会の充実 など

の検討

チームとしての学校・教
職員の在り方に関する

作業部会

学校が組織全体の総合力を
高め、発揮していくための学
校運営の在り方 など

の検討
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中央教育審議会生涯学習分科会学校地域協働部会委員名簿

◎ 明石 要一 千葉敬愛短期大学学長、千葉市教育委員会委員、千葉大学名誉教授

浅原 司 山口県教育委員会教育長

飯塚 康弘 公益社団法人日本青年会議所資質向上委員会委員長

生重 幸恵 特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク理事長

一般社団法人キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会代表理事

井出 隆安 杉並区教育委員会教育長

浦崎 太郎 岐阜県立可児高等学校教諭

熊谷 愼之輔 岡山大学大学院教育学研究科准教授

関 福生 新居浜市市民部長

竹原 和泉 横浜市立東山田中学校コミュニティハウス館長

特定非営利活動法人まちと学校のみらい代表理事

永山 満義 世田谷区立塚戸小学校長

平岩 国泰 特定非営利活動法人放課後NPOアフタースクール代表理事
牧野 篤 東京大学大学院教育学研究科教授

松浦 洋子 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会理事

滋賀県ＰＴＡ連絡協議会会長

○ 松田 恵示 東京学芸大学教授・学長補佐

山野 則子 大阪府立大学地域保健学域教育福祉学類・人間社会学研究科教授

若江 眞紀 株式会社キャリアリンク代表取締役

敬称略・五十音順 （計：１６名）

（◎：部会長、○：副部会長） -3-



浅原 司 山口県教育委員会教育長

〇 天笠 茂 千葉大学教育学部 教授

生重 幸恵 特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク 理事長

一般社団法人キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会代表理事

貝ノ瀬 滋 政策研究大学院大学客員教授
◎ 加治佐 哲也 兵庫教育大学学長

黒瀬 忠行 いの町立神谷小中学校校長

貞広 斎子 千葉大学教育学部教授

佐藤 晴雄 日本大学文理学部教授

竹原 和泉 横浜市立東山田中コミュニティハウス館長
特定非営利活動法人まちと学校のみらい代表理事

田崎 龍一 熊本県教育委員会教育長

早川 三根夫 岐阜市教育委員会教育長

藤田 大輔 大阪教育大学教授
学校危機メンタルサポートセンターセンター長

藤田 裕之 京都市副市長

松浦 洋子 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会理事
滋賀県ＰＴＡ連絡協議会会長

宗岡 功 玖珠町立玖珠中学校校長

山野 則子 大阪府立大学地域保健学域教育福祉学類・人間社会学研究科 教授

敬称略・五十音順 （計：１６名） 【◎：主査、○：副主査】

中央教育審議会 初等中等教育分科会
地域とともにある学校の在り方に関する作業部会 委員名簿
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審議の流れ
中央教育審議会総会（平成２７年４月１４日）において、

「新しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と地域の
連携・協働の在り方」について諮問

第１回部会（5/18）
＊学校と地域の連携・協働の
在り方

第１回作業部会（5/19）
＊学校運営協議会制度に

係る背景や意義

第２回部会・作業部会（6/5）

＊コミュニティ・スクール及び学校支援地域本部の
在り方に関して

第３回部会（7/2）
＊これからの学校支援地域本部
の在り方

第３回作業部会（7/3）
＊これからのコミュニティ・
スクールの在り方

第４回部会・作業部会（7/24）

＊コミュニティ・スクールと学校支援地域本部等の
一体的推進に関して

初等中等教育分科会
地域とともにある学校の
在り方に関する作業部会

生涯学習分科会
学校地域協働部会

合同開催

合同開催

第５回部会（8/11）
＊学校と地域をつなぐ人材の
配置の在り方

第５回部会（8/10）
＊コミュニティ・スクールの
総合的な推進方策

第６回部会（8/25）
＊学校と地域の連携・協働による
教育活動を通じた地域振興・
再生の在り方

第６回作業部会（8/24）
＊コミュニティ・スクールの仕組み
の必置について

第７回作業部会（8/31）
＊関係団体からのヒアリング

第７回部会（9/14）
＊審議のまとめ（素案）について

第８回部会（10/5）
＊審議のまとめ（案）について

第８回作業部会（9/11）
＊審議のまとめ（素案）について

第９回部会・第１０回作業部会（10/26）
＊答申（素案）について

第９回作業部会（10/5）
＊審議のまとめ（案）について

第１０回部会・第１１回作業部会（11/13）
＊パブコメの結果、答申素案について

第１１回部会・第１２回作業部会（12/7）
＊答申（案）について

学校地域協働部会
地域とともにある学校の
在り方に関する作業部会

１０月９日の生涯学習分科会、１０月１９日の初等中等教育分科会において、
審議のまとめを審議。その後、パブリックコメントを実施。

合同開催

合同開催

合同開催
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